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青少年を育てる

小美玉市民の会

未
来
あ
る
青
少
年
の
た
め
に
！

会
長

篠
根

捷
應

青
少
年
を
育
て
る

小
美
玉
市
民
の
会

７
月
６
日
昼
放
送
の
マ
ッ
サ
ン
を
見
て
い
て
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
信
州
の
生
ま
れ

育
ち
で
す
が
戦
争
は
知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
長
兄

は
昭
和
17
年
に
出
征
し
て
い
ま
す
。
軍
隊
へ
送
り

出
す
父
母
の
想
い
、
戦
場
へ
向
か
う
兄
の
想
い
、

ま
さ
に
あ
の
ド
ラ
マ
の
と
お
り
だ
と
切
実
に
感
じ

ま
し
た
。
親
子
を
理
不
尽
に
引
き
離
し
、
二
度
と

会
え
る
か
、
会
え
ぬ
か
も
わ
か
ら
な
い
。
召
集
令

状
を
本
当
に
あ
り
が
た
く
受
け
取
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
死
を
覚
悟
で
わ
が
家
を
出
て
行
く
青
年
の
心

情
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
と
こ
ろ
で
す
。

７
月
８
日
の
放
送
で
は
一
馬
の
戦
死
の
報
が
届

き
ま
し
た
。
こ
う
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
と
祈
る

思
い
で
お
り
ま
し
た
が
、
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
日
届
い
た
骨
ツ
ボ
の
中
に
は
名
前
の
書
か
れ
た

紙
切
れ
一
枚
で
す
。
太
平
洋
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
日
本
の
軍
人
・
民
間
人
を
含
む
数
は
３
１
０
万

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
と
い
う
残
虐
な
悲
劇
で

し
ょ
う
か
。

い
ま
こ
の
平
和
な
時
代
に
こ
ん
な
こ
と
を
語
る

の
は
、
時
代
錯
誤
と
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
各
地
で
戦
争

は
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
も
そ
の
動
向
に
少
な
か

ら
ず
翻
弄
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
私
達
は
未
来

あ
る
青
少
年
の
幸
せ
な
道
程
を
築
き
あ
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民
の
会
は
、
市
民
総

ぐ
る
み
で
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。
青
少
年
の
未
来
の
た
め
に
。

納場保育園 四季の里 芝生広場にて納場保育園 四季の里 芝生広場にて



当
法
人
「
仲
田
会
」
は
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
旧
美
野
里
町
に
お
い
て
乳
幼
児
の

保
育
施
設
・
学
童
保
育
・
高
齢
者
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

『
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
、
人
の
役
に

立
つ
人
間
で
あ
る
こ
と
、
人
が
人
と
し
て

正
常
な
社
会
人
に
な
る
よ
う
に
』
、
生
涯

に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
乳
幼

児
期
の
育
成
と
幼
児
教
育
・
健
康
な
体
、

そ
し
て
健
康
な
心
が
育
つ
事
を
基
本
と
し

法
人
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

◎
地
域
共
生
社
会
の
実
現

高
齢
者(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

と
の
交
流

お
神
輿
を
担
い
で
地
域
の
神
社
巡
り

 

市
の
文
化
祭
で
の
親
子
コ
ー
ラ
ス

卒
園
生
と
の
同
窓
会
・
二
十
歳
を
祝
う
会

思
い
出
サ
ロ
ン(

シ
ニ
ア
の
会)

◎
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
も

新
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る

季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
食(

五
節
句)

餅
つ
き
大
会

ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会

 

雛
祭
り
集
会
で
日
本
舞
踊
発
表

茶
道
教
室(

浴
衣
着
用)

◎
地
域
・
家
族
す
べ
て
の
人
た
ち
に

と
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
な
環
境
を

電
車
に
乗
っ
て
親
子
遠
足

お
や
じ
の
会
主
催
の
パ
パ
フ
ェ
ス
タ

三
世
代
交
流

親
子
登
山

夏
祭
り

花
火
大
会

運
動
会

親
子
お
茶
会

寄稿

社
会
福
祉
法
人

仲
田
会

認
定
こ
ど
も
園
納
場
保
育
園

理
事
長

萱
場

良
江

当
会
で
は
、
市
内
の
学
校
や
団
体
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
人
助
け
や
思

い
や
り
を
も
っ
た
行
動
・
環
境
の
美
化
活
動
等
、
小
さ
な
活
動
や
継
続
的

に
物
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
ど
、
賞
賛
に
値
す
る
善
行
に
対
し
て
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
は
小
川
南
中
学
校
２
年
生
３
名
と
美
野
里
中
学
校
３
年
生

１
名
を
を
表
彰
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
今
後
も
善
い
行
い
を
継
続
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
行
動
が
学
校
全
体
へ
と
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

総務部会

四
季
折
々
季
節
を
感
じ
る
日
本
の
行
事
や

食
文
化
の
体
験
、
地
域
の
方
、
祖
父
母
や
パ

パ
・
マ
マ
と
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
、
様
々

な
方
々
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
自
立
心
と
思

い
や
り
の
心
が
培
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
に
親
も
子
も
祖
父

母
も
嬉
し
そ
う
。
皆
の
笑
顔
に
世
代
を
交
え

た
行
事
を
行
う
職
員
も
満
足
。
地
域
の
方
々

に
助
け
ら
れ
て
の
福
祉
事
業
、
こ
の
小
さ
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
る
よ
う
今
後
も

励
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
と
の
交
流

夕
涼
み
会

お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ

運
動
会

善行青少年表彰
あなたの美しい心はみんなの模範となります

○小川南中学校２年生 名塚 莉杏さん、林 芹奈さん
公園の草刈りを行っていた地域の方に声をかけ、約１時間作業を手伝った。

○小川南中学校２年生 林 芹奈さん、湯本 宜愛さん
小川総合支所前の銀行ＡＴＭ付近で体調不良者を介抱し、消防署へ連絡した。

○美野里中学校３年生 川島 夏輝さん
弟から転んでけがをした児童の話を聞き、すぐに現場へ向かった。現場には頭
から血を流している児童がおり、早急な対応が必要と思われたため、納場小学
校へ連絡をした。同校職員が呼んだ救急車が来るまで、児童へ付き添った。

善行内容善行内容
なつか り あ はやし せりな

ゆもと いあい

かわしま なつき

はやし せりな



令和８年５月30日(土)に小川文化センターアピオス
にて総会を開催しました。
議事開始前には、小川南中学生３名、美野里中学生

１名を善行青少年として表彰しました。
当日はご来賓の方々をはじめ、多くの各行政区長、
住宅管理者、会員の皆様にご出席いただき、盛大に開
催することができました。
公私共にご多忙の中、ご出席いただいた皆様ありが

とうございました。

収入額 2,999,344円 支出額 2,839,499円 差引残高 159,845円
（令和８年度へ繰り越し）

当
会
は
次
代
を
担
う
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動

と
し
て
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
市
民
の

皆
様
を
は
じ
め
、
本
会
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

賛
助
会
員
の
皆
様
の
支
援
に
よ

り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
行

政
区
長
並
び
に
住
宅
管
理
者
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
特
段

の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
併
せ

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年度 青少年を育てる小美玉市民の会 収支決算報告書令和７年度 青少年を育てる小美玉市民の会 収支決算報告書

ご出席いただきありがとうございました

令和８年度総会

■総務部会
・あいさつ運動
・青少年健全育成標語募集
■健全育成部会
・子ども議会

■家庭部会 ■地域７支部
・ファミリークッキング ・イベント

・あいさつ運動

■広報部会 ・防犯パトロール など
・広報紙発行

令和８年度の主な事業予定令和８年度の主な事業予定

収入の部 支出の部

計 2,999,344

計 2,839,499

青少年健全育成推進大会 軽油代

諸収入 1,445 預金利子

負担金 5,260 水戸地区青少年育成市町民会議 負担金

繰越金 160,299 前年度繰越金

旅費 1,432

支部活動費 1,593,723

小川北支部 240,000円
小川南支部 240,000円
羽鳥支部　 240,000円
竹原支部　 193,723円
堅倉支部　 200,000円
納場支部　 240,000円
玉里支部　 240,000円

項   目 決算額(円) 内   容

会費 1,597,600 1世帯200円×7,892戸、賛助会費等

補助金 1,240,000 小美玉市より

健全育成
　　部会費

159,517 子ども議会記念誌印刷代等

広報部会費 440,963 広報紙印刷代(2回分)

総務部会費 440,461
立志記念品･善行青少年表彰
健全育成標語記念品代等

家庭部会費 80,237 ファミリークッキング材料代等

会議費 28,320 役員会費等

事務費 89,586 郵送代、事務用品代等

項    目 決算額(円) 内    容



青少年を育てる
小美玉市民の会
広報紙＜第36号＞ 編

集

後

記

納場支部で学校の稲作事業を支援しました

市民の会には、小学校・義務教育学校の学区ごとに７つの支部が設置されており、各支部ご
とにイベント、あいさつ運動や防犯パトロールを学校・子ども会・地域コミュニティと協力し
ながら実施しています。
納場支部では、５月13日に納場小学校の子ども達の稲作事業を支援しました。市民の会のほ
か、ＰＴＡ、名友会(元納場小ＰＴＡ・学校ＯＢの団体)、ＪＡ等も協力し、参加した４・６年
生の田植えをサポートしました。今後
も稲刈りや脱穀の支援等を行う
予定です。
その他の支部でも、地域ごと
に青少年への支援活動を行って
いきます。

家庭部会

発行日 令和８年８月31日
発 行 青少年を育てる

小美玉市民の会
責任者 会長 篠根 捷應
連絡先 事務局 小美玉市

教育委員会生涯学習課
TEL 0299-48-1111

        FAX 0299-48-1199

７月26日(日)に四季健幸館 浅美運輸Spaでファミリークッキングを開催しました。
この事業は、講話や家族との食事作りを通して、朝ごはんの

大切さや家族そろって食べる楽しさを知ってほしいという思い
から実施しています。
今回は、鮭おにぎり・ベーコンポテト春巻き・ブロッコリー

とナッツのチーズサラダ・フルーツ牛乳寒天を参加してくれた
８組26名のご家族と協力して作りました。
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

支部活動

夏
休
み
入
り
後
、
間
も
な
く
の
梅

雨
明
け
宣
言
直
後
か
ら
、
今
年
、
猛

暑
の
上
の
新
名
称
と
し
て
決
定
し
た

最
高
気
温
40
度
以
上
の
酷
暑
日
が
連

日
続
き
、
県
内
で
は
７
月
21
日
に
熱

中
症
で
の
死
亡
が
、
２
名
と
発
表
さ

れ
た
。
大
変
危
険
な
夏
が
予
想
さ
れ
、

一
層
の
身
を
守
る
対
策
が
迫
ら
れ
る
。

ま
た
、
水
難
事
故
が
心
配
、
全
国

的
な
学
校
の
プ
ー
ル
の
減
少
で
、
中

学
校
の
22
％
強
で
水
泳
授
業
が
無
い

と
の
事
、
あ
る
学
校
の
テ
レ
ビ
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
多
く
の
生
徒
が
泳

げ
な
い
と
い
う
現
実
。

一
方
、
海
水
浴
場
の
開
設
中
止
、

県
内
で
も
７
月
19
日
付
茨
城
新
聞
に
、

鉾
田
・
大
竹
海
水
浴
場
の
開
設
中
止

『
広
大
砂
浜
、
再
生
困
難
』
大
量
の

砂
投
入
も
流
出
と
あ
る
が
、
水
と
触

れ
合
う
機
会
は
守
り
た
い
。

〈
広
報
部
会

相
島

清
〉

７支部で地域に合わせた活動を実施しています

ファミリークッキングを開催しました

ご参加ありがとうございました！
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